


 

 



 

 

はじめに 

 
モニタリングサイト 1000 は、生物多様性国家戦略に基づき、平成 15 年から実施されています。全国

各地で 1000 か所程度のサイトを設定し、特徴的な生き物や環境を長期間に渡ってモニタリングします。

モニタリングサイト 1000 は、動植物やその生息・生育環境の長期的なモニタリングを通じて、国土レ

ベルで生態系ごとの基礎的な環境情報を継続的に収集し、生物種の減少、生態系の劣化その他の問題点

の兆候を早期に把握することにより、生物多様性の適切な保全のための対策に資することを目的として

います。 

これまで行われてきたモニタリングサイト 1000 ガンカモ類調査の結果は、鳥獣保護区を指定する際

やラムサール条約湿地の登録、東アジア・オーストラリア地域渡り性水鳥重要生息地ネットワークへの

参加、そして各地で保全活動計画を立てる際などに利用されています。 

本調査は、全国各地の調査員の皆様、調査事務局（NPO 法人バードリサーチ）、環境省が市民参加型

調査として共同で実施しています。環境省が実施する調査のデータと調査員の皆様が独自に行っている

調査のデータを統合して蓄積・分析を行う仕組みを構築することで、ガンカモ類の重要生息地の詳細か

つ継続的なモニタリングが行われています。 
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